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 ここ 20 年近く日本は、金融改革にとどまらず、各種の規制緩和や成長政策などにみられるよ
うに、高度成長期に形成された経済構造を前提にして政策が実施されてきました。バブル崩壊
後の長期停滞や金融危機といったものは、旧来の銀行制度や産業構造を転換せよという日本経
済の悲鳴であったかもしれません。しかし、政策当局の本当の意図はわかりませんが、結局、
旧来の銀行制度や産業構造を温存することを前提にして各種施策が行われてきました。原子力
政策でさえ、東京電力福島第一原子力発電所のあのような事故が起こっても変わらない。 
 実は、今回の浅田さんと吉川さん、そして小野さんの間の討論は、一見、政策をめぐる激し
い対立のようにみえますが、既存の経済構造の転換の必要性についてほとんど言及していない
点で同じ立場に立っています。むしろ、「財政支出を増大せよ」「金融緩和を拡大せよ」「財政再
建が先決だ」「税金を上げろ」という主張は、結局のところ、既存の経済構造の転換の緊急性か
ら目をそらせることにつながるように私には思えるのです。旧態依然とした銀行制度や産業構
造や、それをあたかもアプリオリな前提であるかのようにしてなされる行政や政策を変えない
限り、デフレも何も脱却できないでしょう。３人の見解を外から見ると、少なくとも、その面
の問題意識については極めて希薄であるという気がします。 
 以上です。 
